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東京都埋蔵文化財センター報 No13 昭 和63年6月30日

東
京
都
教
育
文
化
財
団
の
発
足

所
長
　
土
屋
道
生

本
年
４
月
１
日
に
、

財
団
法

人
東
京
都
教
育
文
化
財
団
が
発

足
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
法
人
は
、

今
ま
で

「埋

文
セ
ン
タ
ー
」
の
名
称
で
親
し

ま
れ
て
き
た

（財
）
東
京
都
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
、

東
京

都
か
ら
都
立
の
社
会
教
育
施
設

や
体
育
施
設
の
管
理
運
営
の
委

託
を
受
け
て
い
た

（財
）
東
京

都
教
育
振
興
財
団
と
が
、　

一
つ

の
法
人
に
統
合
さ
れ
て
で
き
た

も
の
で
す
。

こ
の
統
合
は
、

東
京
都
の
「法

人
の
体
制
を
整
備
し
、

経
営
基

盤
を
強
化
す
る
た
め
に
、

教
育

行
政
の
代
行

・
補
完
機
能
を
も

つ
両
法
人
を
統
合
す
る
」
と
い

う
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。統

合
後
の
埋
文
セ
ン
タ
ー
は
、

新
法
人
の

一
組
織
で
あ
る

「東

京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
今
ま
で
通
り
の
事
業
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と

も
よ
ろ
し
く
御
支
援
の
ほ
ど
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

N6448造跡のミニチユア土器 胤 448造跡は、東京都教育委員会の先行日査により、これらの土

器を出土した縄文時代中期の数石住居跡、古墳時代の須恵器漁、横穴墓など多くの貴Iな 遣構、

造物が発見されている。
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たまのよこやま

今
回
は
八
王
子
市
堀
之
内
地

区
の
』
７２
追
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

本
遺
跡
は
八
王
子
市
堀
之
内

会
館
跡
地
に
あ
り
、

南
側
の
大

栗
川

・
北
側
の
寺
沢
川
と
の
合

流
地
点
の
西
側

。
平
坦
な
台
地

上
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
は
、

追
跡
面
積
約

五
八
、

○
○
○
辞
の
う
ち
、

南

西
部
分
の
約
五
、

五
〇
Ｏ
ｆ
の

範
囲
を
対
象
に
、

区
回
整
理
事

業
に
先
立

っ
て
、

今
年
２
月
か

ら
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、

表

上
を
取
り
除
い
た
段
階
で
、

先

土
器
～
平
安
時
代
の
遺
構

・
追

物
が
多
数
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
縄
文
時
代
中
期

（約
四
、

五
〇
〇
年
前
）
の
家
の
跡

（住

居
跡
）
や
、

土
器

・
石
器
が
数

多
く
発
見
さ
れ
、

今
回
は
そ
の

縄
文
時
代
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
住

居
跡
は
約
９０
軒
で
、

台
地
の
南

際
か
ら
東
側
先
端
、

そ
し
て
北

側
縁
辺
と
、

輪
を
書
い
た
様
に

環

状
に
巡

っ
て
お
り
、

幾
つ
も

の
住
居
跡
が
重
な
り
合

っ
て
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
で

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
住
居
跡
が
見

つ
か

っ
た
の
は
初
め
て
で
、

こ

こ
に
縄
文
時
代
の
最
大
規
模
の

ム
ラ
が
あ

っ
た
事
が
判
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
９０
軒

の
住
居
す

べ
て
に
、

同
時

に

人
々
が
住
ん
で
い
た
の
で
は
な

く
、

家
の
建
て
替
え
、

増
築
な

ど
を
し
た
り
、

ま
た
、

何
世
代

に
も
渡

っ
て
繰
り
返
し
住
ん
で

い
た
結
果
、

９０
軒
の
住
居
跡
と

し
て
、

現
代
の
我
々
の
前
に
姿

を
現
わ
し
た
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、

こ
の
ム
ラ
に

一

時
期
に
住
ん
で
い
た
の
は
、

お

そ
ら
く
１０
数
軒
で
あ

っ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
９０
軒
の
住
居
跡
の
中
に

は
、

型
が
江
戸
時
代
の
手
鏡
に

似
て
、

中
に
石
を
敷
き
つ
め
た

「柄
鏡
型
敷
石
住
居
跡
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
も
７
軒
程
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

住
居
跡
と
と
も
に

多
量
の
生
活
用
具

（土
器

。
石

器
）
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

煮
炊

・
貯
蔵
用
の
上
器
、

木

の
実
を
磨
り

つ
ぶ
す
石
皿

・

磨
石
、

土
掘

り
具

（打
製

石

斧
）
、

伐

採

用
斧

（磨

製

石

斧
）、
黒
曜
石
・チ
ャ
ー
ト
で
つ

く

っ
た
矢
し
り

（石
鉄
）
な
ど
、

数
万
点
に
及
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、

中
に
は
装
飾
品
も
幾
つ
か

み
ら
れ
、
ピ
ア
ス
の
お
ば
け
の

よ
う
な
耳
飾
り
（耳
栓
）、
イ
ヤ

リ
ン
グ

（共

状

耳

飾
）、
ヒ
ス

イ

（硬

玉
）
を
磨
い
て
つ
く

っ

た
ペ
ン
ダ
ン
ト

（大
珠
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ヒ
ス
イ
は

遠
く
富
山

。
新
潟
方
面
か
ら
運

ば
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、

多
く
の
住
居

跡

・
遠
物
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
が
、

現
在
は
、

住
居
跡
を
発

見
し
た
段
階
で
、

調
査
は
ご
く

一
部
に
着
手
し
た
状
況
で
す
。

今
後
、

調
査
が
進
む
に
従

っ

て
、

徐
々
に
、

本
追
跡
の
内
容

（当
時
の
ム
ラ
の
様
相
）
が
明

ら
か
に
な

っ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

現
地
は
、

京
工
線
堀
之
内
駅

の
北
側
、

旧
堀
之
内
会
館
跡
地

に
あ
り
ま
す
の
で
、

興
味
を
も

た
れ
た
方
は
、

折
を
見
て
見
学

に
御
越
し
下
さ
い
。

（松
井

・
斎
藤

・
丹
野
）

縄文時代中期の住居齢
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たまのよこやま

縄
文
時
代
は
土
器
の
使
用
に

よ

っ
て
始
ま

っ
た
と

い
わ
れ
る

よ
う
に
、

土
器
が
生
活
の
向
上

に
与
え
た
効
用
は
非
常
に
大
き

か

っ
た
。

こ
の
効
用
に
つ
い
て

は
前
回
で
触
れ
た
が
、

土
器
の

用
途
は
食
料
を
調
理
し
た
り
貯

蔵
す
る
だ
け
の
道
具
に
と
ど
ま

ら
ず
、

そ
の
広

が
り
は
次
第
に

非
日
常
的
な
お

祭
り
な
ど
の
精

神
生
活
に
関
わ

る
部
分
に
ま
で

も
及
ん
で
い
っ

た
。

約

一
万
年

前
に
登
場
し
、

紀
元
前
三
世
紀

に
弥
生
土
器
と

交
替
す
る
ま
で

の
約
八
千
年
に

わ
た
る
縄
文
土

器
の
歴
史
の
中
で
、

土
器
は
形

や
文
様
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
用

途
や
機
能
ま
で
も
変
化
さ
せ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

縄
文
土
器
は
、

当
初
、

煮
炊

き
の
た
め
の
道
具
と
し
て
つ
く

ら
れ
た
た
め
、

草
創
期

・
早
期

は
形
の
変
化
は
あ
ま
り
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
丸
底
か
尖
底
の
深

鉢
で
、

草
創
期
の

一
時
期
に
限

っ
て
み
ら
れ
た
平
底
の
上
器
は
、

後
続
が
な
く
主
流
に
は
な
ら
な

か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

土
器
の

用
途
が
広
が

っ
て
く
る
に
つ
れ

て
平
底
化
が
進
み
、

前
期
に
は

平
底
の
上
器
が
主
流
に
な
る
と

と
も
に
形
も
文
様
も
変
化
に
富

ん
だ
も
の
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

特
に
、

前
期
の
中

頃
以
降
に
な
る
と
、

深
鉢
の
他

に
浅
鉢

・
壷

・
台
付
な
ど
の
盛

り
つ
け
用
の
器
や
貯
蔵
用
の
器
、

祭
り
の
た
め
の
器
な
ど
が
加
わ

っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
用
途
に
合

わ
せ
た
土
器
が
つ
く
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。

そ
し
て
中
期
以

降
に
な
る
と
上
器
の
種
類
は
さ

ら

に
多
様

に
な

り
、

新
た

に

釣
手

上

器
、

香
炉

形

土

器
、

異
形
台
付
土
器
な
ど
と
い
つ
食

物
と
は
直
接
関
係
し
な
い
種
類

ま
で
も
が
登
場
す
る
よ
う
に
な

フつ
。こ

の
よ
う
に
縄
文
土
器
の
歴

史
は
、

煮
炊
き
用
の
深
鉢
か
ら

出
発
し
て
次
第
に
用
途
を
分
化

さ
せ
、

器
種
を
増
や
し
て
い
く

過
程
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

（可
児
）

多
摩
の
豪
族
大
石
氏
　
そ
の

一

こ
の
写
真
の
武
将
の
モ
デ
ル

は
大
石
定
久
で
す
。

大
石
さ
ん

と
い
う
と
、

忠
臣
蔵
で
有
名
な

赤
穂
藩
国
家
老
大
石
蔵
之
助
が

頭
に
浮
ぶ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
大
石
定
久
は
、

今
か
ら
約

五
百
年
前

の
室
町
時
代
に
、

多

摩
を
中
心
に
勢
力
を
も

っ
て
い

た
豪
族
大
石
氏

の
惣

領
で
す
。

こ
の
大
石
定
久
の
銅
像
は
、

八
王
子
市
由
木
に
あ
る
永
林
寺

の
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

永
林
寺
境
内
の
墓
地
に
は
、

大

石
定
久
の
墓
と
い
わ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
、

そ
の
真
偽
は
別

に
し
て
も
、

こ
の
由
木
の
地
が
、

大
石
氏
と
何
か
か
か
わ
り
の
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

で
は
、

こ
の
大
石
氏
と
は

一

体
ど
う

い
う
家
族
だ

っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

由
木
の
伊
藤
家
に
は

「大
石

系
図
」
と
い
う
江
戸
時
代
に
作

ら
れ
た
大
石
氏
の
系
図
が
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
系
図
を
基

に
し
た
研
究
に
よ
り
ま
す
と
、

大
石
信
重
―
憲
重
―
憲
儀
の
三

代
に
わ
た
り
、

室
町
時
代
に
武

蔵
国
の
守
護
代
を
努
め
て
い
ま

す
。

守
護
代
と
は
、

い
わ
ば
現

地
の
長
官
で
、

大
石
氏
は
、

武

蔵

国

西
部

の
多
摩

・
入
間

・

比
企

・
新
座
郡
に
本
拠
を
も

っ

て
い
た
家
族
ゆ
え
、

守
護
代
に

抜
櫂
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、

奈
良
時
代
に
現
在
の

府
中
市
に
武
蔵
国
の
役
所
が
設

け
ら
れ
、

多
摩
川
流
域
に
は
、

こ
の
役
所
に
努
め
る
多
く
の
氏

族
が
い
ま
し
た
。

こ
の
氏
族
は

や
が
て
武
士
団
に
成
長
し

つ
つ

も
、

役
所
勤
め
も
続
け
た
よ
う

で
す
。

大
石
氏
も
ま
た
こ
の
よ

う
な
武
士
団
の

一
つ
で
あ
り
、

武
士
団
の
消
長
の
中
で
、

室
町

時
代
に
大
き
く
活
躍
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

大
石
氏
を
抜
擢
し
た
の
は
、

当
時
関
東
を
支
配
し
て

い
た

鎌
倉
府
の
家
老
と
も

い
う
べ
き

管
領
の
上
杉
氏
で
し
た
。

（そ
の

子
孫
が
越
後
に
移

っ
て
上
杉
謙

信
と
な

っ
た
）
大
石
氏
は
上
杉

氏
の
忠
実
な
家
臣
で
あ
り
ま
し

た
。小

田
原
城
を
本
拠
と
す
る
後

北
条
氏
が
戦
国
大
名
と
し
て
関

東
に
領
上
を
拡
大
し
て
ゆ
く
と
、

上
杉
氏
と
共
に
大
石
氏
も
こ
れ

に
対
抗
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

不
利
な
状
況
の
中
で
、

大
石
定

久
は
苦
悩
の
選
択
を
行

い
ま
す
。

後
北
条
氏
の
子
氏
照
を
養
子
と

し
、

定
久
は
隠
居
す
る
こ
と
で

あ
り
、

事
実
上
、

大
石
氏
は
乗

っ
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

不
幸
な
こ
と
に
、

秀
吉
に

よ
る
後
北
条
氏
の
減
亡
に
よ
り
、

大
石
氏
も
ま
た
減
び
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

先
に
述
べ
た
よ

う
に
、

そ
の
子
孫
が
由
本
に
土

着
し
た
よ
う
で
す
。

大
石
氏
の
特
徴
は
、

直
属
軍

団
を
拡
大
編
成
す
る
こ
と
で
は

な
く
、

実
務
的
行
政
手
腕
に
よ

っ
て
武
士
団
を
組
織
化
し
た
こ

と
に
あ
り
、

こ
れ
が
大
石
氏
の

存
立
に
影
響
し
ま
し
た
。（加

藤
）

キぞ鋸i雛‐十淋ギ
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一
、―
―
―
，―
―
―
―
…
…
…
…
‥

が

一
全
国
埋
文
協
第
九
回
総
会

一

ｆ
『ヽ中ヽ
～崎～やヽ
１，もヽ
，もヽ
，Ｓヽ
こヽ百ＳＥェＥェち

全
国
埋
蔵
文
化
財
法
人
連
絡

協
議
会

（会
員
法
人
３８
団
体
）

第
９
回
総
会
が
去
る
６
月
９
日
、

１０
日
の
両
日
、

京
都
市
の
平
安

全
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭

和
６３
年
度
の
事
業
計
画

・
予
算

等
を
決
定
し
た
ほ
か
、

昨
年
の

結
会
で
開
催
が
決
ま

っ
て
い
た

全
国
考
古
展

（仮
称
）
の
正
式

名
称
を

「
日
本
列
島
発
掘
展
」

と
し
、

そ
の
内
容
も
よ
り
具
体

的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

本
年
の
研
修
会
は
、

９
月
２‐
日

（火
）
か
ら
３
日
間
、

北
海
道
で
、

札
幌
市
を
中
心
に

開
催
す
る
こ
と
も
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、

総
会
に
先
立
ち
、
４

月
２８
日
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
協

議
会
が
土
浦
市
で
、
５
月
１２
、

‐３
の
両
日
全
国
役
員
会
が
千
葉

市
で
、

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
Ｓ
～
～
，
，
，
，

″ｔ
路
鵡
距
搬
押
昭
ｒ
…
ら

「ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
多
摩
租
」

に
伴
う
行
事
と
し
て
、
５
月
２

日
、

恒
例
の
講
演
と
映
画
の
会

が
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
催
さ
れ

ま
し
た
。

講
演
は
、

調
査
研
究

員
佐
藤
宏
之
に
よ
る

「縄
文
人

の
狩
」
、

映
画
は
、

「奥
三
面
の

熊
オ
ソ
」
で
、

約
７０
名
の
方
々

が
集
い
ま
し
た
。

昭
和
６３
年
度
か
ら
６４
年
度
に

か
け
て
、

当
セ
ン
タ
ー
、

ま
た

は
関
係
機
関
に
お
い
て
、

以
下

の
都
内
及
び
全
国
規
模

の
展
示

会
、

学
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
本
列
島
発
掘
展

全
国
埋
文
協
、

公
立
埋
文
協
、

朝
日
新
聞
社
の
主
催
に
よ
り
、

全
国
か
ら
発
掘
さ
れ
た
最
近
の

考
古
学
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
会
は
、

今
年
８
月
に
大
阪

か
ら
始
ま
り
、

昭
和
６４
年
３
月

２
日
～
３
月
１４
日
に
東
京
大
丸

デ
パ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
す
。

東
京
の
遺
跡
展

東
京
都
教
育
委
員
会
の
主
催

で
、

１０
月
１３
日
～
１０
月
１９
日
銀

座

ソ

ニ
ー
ビ

ル
、

１０
月

２３
日

～
１０
月
３０
日
立
川
ウ
ィ
ル
に
お

い
て
開
か
れ
ま
す
。

今
回
は
、

中
世
の
東
京
が
テ
ー
マ
と
な
り

ま
す
。

日
本
考
古
学
協
会

一
九
八
九
年

度
総
会

昭
和
６４
年
５
月
２７

・
２８
日
、

日
本
考
古
学
協
会
総
会
が
東
京

都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

パ

ル
テ
ノ
ン
多
摩
を
中
心
と
し
て

開
催
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺

跡
群
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

去
る
１
月
１０
日
に
行
わ
れ
好

評
を
博
し
ま
し
た
第
１
回
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
き
、

第
２

回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
昭
和
６４
年

２
月
５
日
、

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩

小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、

旧
石
器
時
代
を
中
心
と
す
る
テ

ー
マ
と
な
り
ま
す
。

復
原
住
居

の
火
災

去
る
５
月
１６
日
未
明
、

遺
跡

庭
園

「縄
文
の
村
」
の
敷
石
住

居
１
棟
が
焼
失
し
ま
し
た
。

多

摩
中
央
署
の
調
べ
に
よ
る
と
原

因
は
、

放
火
か
火
の
不
始
末
と

思
わ
れ
、

現
在
捜
査
中
で
す
。

昭
和
６２
年
度

の
来
館
者

展
示
ホ
ー
ル
の
来
館
者
は
年

を
追

っ
て
い
く
毎
に
増
え
、

昭

和
６２
年
度
は
年
間
二
二
、　

王
ハ

六
名
で
し
た
。

こ
の
数
は
昭
和

６０
年
開
館
の
年
の
２
倍
に
あ
た

り
ま
す
。

な
お
開
館
以
来
の
総

計
は
四

一
、

五
五
八
名
で
す
。

４
月
２
日
　
第
９
回
追
跡
見

学
会
が
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン

』
４７‐

●
４７３
追
跡
に
お
い
て
開
か

れ
ま
し
た
。

４
月
郷
日
　
ソ
連
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
歴
史
考
古
学

・
民
族
学

研
究
所
長
ス
ゥ
レ
マ
ノ
フ
氏
が

来
所
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
３０

．
５
月
１
日
　
日
本

考
古
学
協
会
総
会
が
埼
玉
県
産

業
文
化
会
館
に
か
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

５
月
間
日
　
第
四
紀
学
会
束

京
大
会
が
当
セ
ン
タ
ー
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
総
務
課
庶
務
係
長
小
池
友
治

さ
ん
が
４
月
１
日
付
で
駒
沢
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場

へ
異
動
、

こ
の
後
任
に
は
教
育

庁
総
務
部
か
ら
玉
村
公

一
さ
ん

を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
く

経
理
係
長
富
永
弘
さ
ん
が
教
育

庁
総
務
部

へ
、

後
任
に
東
大
和

市
立
第
二
中
学
校
か
ら
斎
藤
昭

夫
さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。

たまのよこやま
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